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はじめに1.

　昨今の推進工事は、大断面化や長距離化等しだ
いに難工事化してきています。これに伴い、掘削
添加材に求められる性能も年々高度化していま
す。さらに、最近は環境面での配慮も必要となっ
てきています。
　環境への取り組みはさまざまありますが、掘削
添加材の場合は、環境に対して無害な材料である
事が重要なポイントといえます。一方、掘削面で
は、掘削添加材の使用量を低減するべく適切な泥
水の管理を行うこと、また、廃棄泥水や排土の量
を削減することも環境対策の一環です。
　本稿では、環境に配慮した製品開発に欠かせな
い原材料の紹介並びに、泥水または排土の廃棄量
を低減する方法について述べたいと思います。

環境に配慮した材料について2.

　環境に配慮した原材料選定にあたっては、①有
害物質を含まないもの②PRTR法の指定化学物
質に該当しないもの③生分解性のもの④食品添加

物として利用されているもの等を基準としていま
す。まず、はじめに、図−1に示す水溶性有機高
分子の中から、上記条件を満たす4種類の材料に
ついてご紹介します。
２. １　アルギン酸ソーダ
　海草由来の天然高分子で、図−2のような構造
をもった生分解性の材料です。純度の高いものは
食品添加物としても使用されています。アルギン
酸ソーダは水溶液中では電離しており、他の陽イ
オンがアルギン酸ソーダの近くに存在すると、両
者は電気化学的に引き合う性質を持っています。
またアルギン酸ソーダは、三次元網目構造を有し
ていますが、この構造が掘削土砂等を抱え込みま
す。この2つの性質により、アルギン酸ソーダは
掘削土砂のつなぎ材になるため、推進工事では泥
土圧用掘削添加材として利用できます。
　また、塑性流動化した排土に塩化カルシウム等
の無機塩水溶液を添加しますと、ポリマが掘削土
を抱えたまま架橋反応することにより凝集分離し
ます。脱水した排土は流動性がなくなるためダン
プ搬出が可能になります。
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　アルギン酸ソーダは他の掘削添加材よりやや高
価ではあるが、環境に配慮した優れた材料です。
２. ２　グアガム
　マメ科の植物から作られた天然高分子で、図−
3のような構造をもった生分解性の材料です。純
度の高いものは食品添加物としても使用されてい
ます。天然高分子の中では比較的高い粘性をもっ
ています。推進工事の用途としては泥土圧用掘削

添加材として、基礎工事ではベントナイト泥水の
代替品として使用されています。特長として保水
力に優れており、土粒子を取り込んでも遊離水を
出しにくいため、ポンプ圧送用添加材として使用
されることもあります。ただし、腐敗しやすく長
期安定性にかけるため、施工管理には注意を払う
必要があります。安価でかつ汎用性が高いためよ
く利用されています。

図−1　水溶性有機高分子の分類

図−2　アルギン酸ソーダの構造式 図−3　グアガムの構造式


